
平成 31 年 2 月 6 日公文書管理審議会用 

平成 31 年度 札幌市公文書館事業計画（案） 

１ 特定重要公文書の受入れ・整理・保存事業 

(1) 受入れ 

平成 30 年度末に保存期間が満了した簿冊のうち、移管決定したものを受け入れる。 

(2) 整理・保存 

受け入れた簿冊の確認・登録、文書の劣化防止、保存箱への収納・排架、利用制限

事項等の審査、所蔵資料の整理を行う。 

(3) 移管指定・決定 

平成 31 年度末に保存期間が満了する予定の簿冊の中から、公文書館へ移管すべき

簿冊を公文書館及び各課がそれぞれ指定し、双方が協議して考え方を整理する。さら

に、10 年以上保存していた簿冊の廃棄等について、公文書管理審議会の意見を聴取

した上で、移管簿冊を決定する。 

２ 利用に関する事業 

(1) 利用提供事業 

特定重要公文書及び資料（刊行物、写真、地図等）の利用（閲覧・複写）提供を行

う。また利用者の利用目的が達せられるよう、窓口や電話および電子メール等での照

会や相談（レファレンス）に対応する。 

(2) 利用促進・普及啓発事業 

ア 企画展示 

(ｱ) 企画展示を製作し、カルチャーナイト開催日から２カ月程度閲覧室に展示する。 

カルチャーナイト…公共施設や文化施設、民間施設が夜間開放され、市民が地域の文化を

楽しむ行事。市民と企業と官庁が協働して創る北海道の行事。主催は認定ＮＰＯ法人カルチ

ャーナイト北海道（カルチャーナイト実行委員会）。2019 年は 7月 19 日開催。 

(ｲ) その他個別テーマによる展示を閲覧室等で随時行う。 

(ｳ) 区民センターロビーにて、公文書館の紹介、地域の歴史等に関する出前展示を

実施する（これまで、豊平、東、中央区で実施済）。 

(ｴ) 市役所本庁舎１階ロビーにて、公文書館の紹介や札幌の歴史等に関する出前展

示を実施する。 

イ 市民向け講座 

(ｱ) 古文書講座 

古文書の基礎知識習得を中心とした初級コースを年２回（各回２日間）、資料

を見ながら札幌の歴史に触れる中級講座を年１回（３日間）開催する。 

(ｲ) 小学生・中学生向け講座 

札幌の歴史に関するテーマに沿った講義のあと、各自がその日学んだ内容や考

えたことを記事にして「歴史新聞」を作成する講座「札幌の歴史探検」を中心に 

夏休みと冬休み期間中に開催する。 

(ｳ) 一般向け講演会・講座 

・講演会 

所蔵する特定重要公文書や資料を用い、札幌の歴史やアーカイブズについての

講演会を実施する。（年３回開催予定） 

・さっぽろ閑話 

資料５



公文書館に親しみを持ってもらえるような話題を中心に、専門員も参加して、

特定重要公文書や資料の紹介・解説を行う。（年５回開催予定） 

ウ 施設見学の受け入れ 

教育機関等の施設見学を受け入れることで公文書館の役割や所蔵資料について市

民への普及啓発を行う。また、本市職員向けの公文書管理研修の一環として施設見

学・解説を実施する。 

エ 冊子・リーフレットの発行 

「札幌市公文書館年報」、「公文書館だより」等を発行・配布することで事業案内

や業務報告、資料紹介等を行い市民へのＰＲを行う。 

また、新たにガイドブックを作成する。 

オ ホームページ 

行事の開催案内等を掲載するとともに、所蔵している写真や地図等を公開し、公

文書館の活動や所蔵資料をＰＲする。 

３ 文書の補修、デジタル化 

(1) 所蔵文書のデジタルデータ作成 

所蔵文書・資料の中で劣化が著しいものの補修を行うとともに、閲覧・複写用のデ

ジタルデータを作成する。 

(2) その他 

平成 31 年度に受け入れる公文書の劣化状態を調査し、補修・デジタル化等の必要

性を検討する。 

４ 専門性を持った職員の育成 

 (1) 国立公文書館研修の受講 

当館の業務には文書の取扱い、公文書管理法等の法制度、利用請求に係る審査等に

ついて専門的な知識が必要となることから、国立公文書館が主催するアーカイブズ研

修等に計画的に職員を派遣し、専門性を持った職員を育成する。 

 (2) 内部研修の実施 

月に一度臨時休館日を設け、類縁機関（市内の郷土資料館等）の視察・情報交換等

を行う他、館内研修にてレファレンスや庁内出前研修等を活用し、市政知識習得のた

めの勉強会を行う。 

５ 公文書館における各種研修 

(1) 職員向け研修 

ア 公文書館セミナー 

公文書館の役割や機能を理解してもらうため、若手・中堅職員向けのセミナーを

開催する。 

イ 新採用職員向け研修 

公文書館の役割や文書管理の重要性、文書の適切な手法等を学んでもらうため、

新採用職員向けの研修を開催する。 

なお、平成 30 年度に実施したア及びイの受講者アンケートで好評だった館内見学

を充実させる。 


